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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】テーブル家具の天板等、大型で重量物である被
反転材を反転させる際の作業を簡略化し、安全性を向上
させた反転装置を提供する。
【解決手段】反転装置Ａは、巻上装置２１と、巻上装置
２１に昇降可能に吊設されたバランス部材３と、バラン
ス部材３に設けられた駆動モーターと、バランス部材３
に水平に配され、駆動モーターにより駆動される回転駆
動軸３４と、回転駆動軸３４の両端部に固定された駆動
プーリー３６と、駆動プーリーの両側下方にあり、その
間隔が駆動プーリーの直径より小さいテンションプーリ
ー３７、３８を備え、駆動プーリーとテンションプーリ
ーには、ループ状の回転吊りベルト４が巻き掛けてある
。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　巻上装置と、
　該巻上装置に昇降可能に吊設されたバランス部材と、
　該バランス部材に設けられた駆動モーターと、
　前記バランス部材に水平に配され、前記駆動モーターにより駆動される回転駆動軸と、
　該回転駆動軸の長さ方向の複数箇所に固定された駆動プーリーと、
　該駆動プーリーに巻き掛けられたループ状の回転吊りベルトとを備える
　反転装置。
【請求項２】
　レールと、該レールに沿って移動可能で、前記巻上装置が取り付けられている横行装置
を備える
　請求項１の反転装置。
【請求項３】
　前記駆動プーリーが、前記回転吊りベルトに対し滑らないか、又は滑りにくいようにす
る滑り止め手段を備える
　請求項１又は２の反転装置。
【請求項４】
　前記滑り止め手段が、前記駆動プーリーと回転軸方向が平行で、且つ前記駆動プーリー
の両側下方にあり、その間隔が前記駆動プーリーの直径より小さいテンションプーリーで
ある
　請求項３の反転装置。
【請求項５】
　前記駆動プーリーが、前記回転駆動軸の両端部に固定されている
　請求項１、２、３又は４の反転装置。
【請求項６】
　巻上装置に昇降可能に吊設されるバランス部材と、
　該バランス部材に設けられた駆動モーターと、
　前記バランス部材に水平に配され、前記駆動モーターにより駆動される回転駆動軸と、
　該回転駆動軸の長さ方向の複数箇所に固定された駆動プーリーと、
　該駆動プーリーに巻き掛けられたループ状の回転吊りベルトとを備える
　反転装置。
【請求項７】
　被反転材に複数のループ状の回転吊りベルトを一重に回し掛けて吊設する工程と、
　前記回転吊りベルトを周動回転させて被反転体を反転させる工程とを備える
　反転方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、反転装置及び反転方法に関するものである。更に詳しくは、テーブル家具の
天板等、大型で重量物である板状物を反転させる際の作業を簡略化し、安全性を向上させ
た反転装置及び反転方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　家具の製造において、いわゆる一品ものといわれる製品、例えば天然木の一枚物の天板
を有するテーブル家具の受注生産を行う場合、製造の前に依頼者によって、天板の選別、
又は品質の確認が行われることがある。その際は、依頼者が天板の全体を見ることができ
るように、天板を保持して適当な高さまで上げたり、表裏を反転させたりする等の操作が
必要になる。
　しかし、上記のような天板は、一般に数百ｋｇの重量物であることが多く、上記作業を
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人の手によって容易に、且つ安全に行うことは難しかった。このように、天板等の重量物
を保持して反転させる作業の機械化を図った装置としては、例えば特許文献１において開
示されたワーク反転装置がある。
【０００３】
　上記従来のワーク反転装置は、加工テーブルの前側に両端切欠部を有する昇降天板が加
工テーブルと略面一になる上限位置と、この上限位置より少し下の反転位置と、ワークの
反転に干渉しない下限位置との三段階に上げ下げができる昇降テーブルを有し、昇降テー
ブルの両側に挿入テーブルと取出テーブルを配置し、挿入テーブルと取出テーブルに昇降
天板の両端の切欠部と対応する係合体と、係合体を天板に載置したワークの両端部に係合
させる前後動シリンダと、昇降天板の下降状態で係合体を１８０度回動させてワークを反
転させるロータリーシリンダを装備しており、大型で重量の重いワークを加工テーブルの
前側で容易且つ迅速に反転させることができるというものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平６－１１４４７５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来のワーク反転装置には、次のような課題があった。
　ワーク反転装置は、加工工程内に組み込まれて使用されるため、ワークの反転作業は、
比較的狭いスペース内での作業となる。しかも、ワークを保持してから反転させるまでに
、ワーク係合部を進退させたり、昇降テーブルを何度も昇降させたりする等、動きが煩雑
であるため作業に時間がかかりすぎる。
【０００６】
　また、狭いスペース内での作業では、ワークが移動する際、或いは反転する際に、周囲
の部材との間に接触や挟み込み等が生じやすく、作業者の安全性の確保に課題がある。更
に、狭いスペース内での作業では、ワークが一定の規格品であれば円滑な作業が可能であ
るが、上記のように、ワークが、個々に外形や厚さ等が異なる天然木の天板等の場合、対
応が難しい。
【０００７】
　本発明は、以上の点に鑑みて創案されたものであり、テーブル家具の天板等、大型で重
量物である被反転材を反転させる際の作業を簡略化し、安全性を向上させた反転装置及び
反転方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
（１）本発明は、巻上装置と、該巻上装置に昇降可能に吊設されたバランス部材と、該バ
ランス部材に設けられた駆動モーターと、前記バランス部材に水平に配され、前記駆動モ
ーターにより駆動される回転駆動軸と、該回転駆動軸の長さ方向の複数箇所に固定された
駆動プーリーと、該駆動プーリーに巻き掛けられたループ状の回転吊りベルトとを備える
反転装置である。
【０００９】
（２）本発明は、レールと、該レールに沿って移動可能で、前記巻上装置が取り付けられ
ている横行装置を備える構成とすることができる。
【００１０】
　この場合は、横行装置をレールに沿って移動させることによって、反転装置の移動が可
能になる。これにより、多くは重量物である天板等の被反転材を、反転装置の位置が固定
されている場合のように、必ずしも決まった位置まで運ぶ必要がなく、反転装置が移動可
能なところであれば、その最も近いところまで運べばよいので、作業をより簡単に、且つ
安全に行うことができる。
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【００１１】
（３）本発明は、前記駆動プーリーが、前記回転吊りベルトに対し滑らないか、又は滑り
にくいようにする滑り止め手段を備える構成としてもよい。
【００１２】
　この場合は、回転吊りベルトを駆動プーリーに強く密着させることができるので、回転
吊りベルトが駆動プーリーによって周動回転する際に、駆動プーリーに対して滑りにくく
なり、より確実で安全な反転作業を行うことができる。
【００１３】
（４）本発明は、前記滑り止め手段が、前記駆動プーリーと回転軸方向が平行で、且つ前
記駆動プーリーの両側下方にあり、その間隔が前記駆動プーリーの直径より小さいテンシ
ョンプーリーである構成とすることができる。
【００１４】
　この場合は、各回転吊りベルトによって被反転材を吊り上げて、その荷重が回転吊りベ
ルトに掛かったときに、例えばテンションプーリーを使用せず単に駆動プーリーに回転吊
りベルトを掛けた場合に比べて、駆動プーリーが滑りにくくなる。すなわち、上記テンシ
ョンプーリーを備えることによって、回転吊りベルトの駆動プーリーに対する巻き付き角
が大きくなり、又は巻き付き長さが長くなるため、荷重が掛かったときに、より大きな密
着力を付与することができるようになる。
【００１５】
（５）本発明は、前記駆動プーリーが、前記回転駆動軸の両端部に固定されている構成と
することができる。
【００１６】
　この場合は、駆動プーリーが二箇所に設けられることになり、回転吊りベルトを被反転
物の両端側に回し掛けることにより、回転吊りベルトが最も少ない二本で被反転物を安定
的に吊り上げることができる。
【００１７】
（６）本発明は、巻上装置に昇降可能に吊設されるバランス部材と、該バランス部材に設
けられた駆動モーターと、前記バランス部材に水平に配され、前記駆動モーターにより駆
動される回転駆動軸と、該回転駆動軸の長さ方向の複数箇所に固定された駆動プーリーと
、該駆動プーリーに巻き掛けられたループ状の回転吊りベルトとを備える反転装置である
。
【００１８】
（７）本発明は、被反転材に複数のループ状の回転吊りベルトを一重に回し掛けて吊設す
る工程と、前記回転吊りベルトを周動回転させて被反転材を反転させる工程とを備える反
転方法である。
【００１９】
　本明細書及び特許請求の範囲にいう「巻上装置」は、電動のものでもよいし、手動のも
のでもよい。また、「横行装置」も同様に、電動のものでもよいし、手動のものでもよい
。更に、「駆動プーリー」としては、外表面が平滑なものの他、外表面に凹凸があるギヤ
プーリー様のものを採用することもできる。
【００２０】
　本明細書及び特許請求の範囲にいう「回転吊りベルト」は、反転させる板状物等の被反
転材が重量物であっても吊下げができる充分な強度を有すると共に、被反転材に傷が付き
にくい材質のものであれば特に限定するものではない。例えば天然繊維製、又は合成繊維
製の平ベルトの他、いわゆるＶベルト等、断面形状が各種形状のベルト、又はロープ等の
各種索縄体を含むものである。また、「周動回転」の用語は、ループ状の回転吊りベルト
のベルト方向に沿って動くように回転する意味である。
【００２１】
（作用）
　本発明の反転装置の作用を説明する。
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　反転装置によって天板等の板状物である被反転材を保持して反転させる際には、まず、
巻上装置によってバランス部材の高さを適宜高さに調節する。次に、バランス部材の下方
位置に載置台を配置し、載置台に被反転材を載置する。
【００２２】
　複数の回転吊りベルトを被反転材に一重に回し掛け、巻上装置によってバランス部材を
上昇させて、被反転材を吊り上げる。この状態においては、被反転材の荷重が回転吊りベ
ルトに掛かることにより、駆動プーリーに回転吊りベルトが強く密着するので、駆動プー
リーが滑りにくくなる。
【００２３】
　そして、駆動モーターを作動させ、駆動プーリーを回転させて、回転吊りベルトを周動
回転させる。これにより、被反転材は、回転吊りベルトで吊り下げられた状態で回転させ
ることができるので、簡単、且つ安全に反転させることができる。
　また、被反転材の傾きの程度は、回転吊りベルトの周方向の回転量を調節することによ
って適宜設定することができるので、例えば天然木の天板の形状や仕上げ等、全体の確認
を行う場合にも、確認作業がしやすい。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明は、テーブル家具の天板等、大型で重量物である被反転材を反転させる際の作業
を簡略化し、安全性を向上させた反転装置及び反転方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の反転装置の一実施の形態を示す正面図である。
【図２】図１の反転装置の側面図である。
【図３】反転装置で天板を保持する方法を示す説明図である。
【図４】反転装置のベルトで保持した天板を反転している状態を示す正面視説明図である
。
【図５】反転装置のベルトで保持した天板を反転している状態を示す側面視説明図である
。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　本発明を図面に示した実施の形態に基づき詳細に説明する。
　図１、図２を参照する。
　反転装置Ａは、テーブル家具の天板等、板状の重量物を吊り上げて表裏を反転すること
ができる装置である。
【００２７】
　なお、反転装置Ａは、以下に説明するように、ホイスト２がレール１に沿って移動でき
るものであるが、反転装置は、トロリー２０を備えず巻上装置２１が天井等の決められた
位置に固定され、回転吊りベルト４、４ａ等の付帯する部品を備えたバランス部材３が巻
上装置に吊設された構成とすることもできる。更に、反転装置は、既設の巻上装置に吊設
可能で、回転吊りベルト４、４ａ等の付帯する部品を備えたバランス部材３を備える構成
とすることもできる。
【００２８】
　反転装置Ａは、作業場の上部（又は天井部）に敷設されておりＩ型ビームで形成された
レール１と、レール１に沿って走行移動可能なホイスト２を備えている。ホイスト２は、
横行装置であるトロリー２０と、トロリー２０の下部に取り付けられている巻上装置（ウ
ィンチ）２１で構成されている。
【００２９】
　トロリー２０は、フレーム２３を有し、フレーム２３には、片側二輪ずつ、全四輪の走
行輪２４と、各走行輪２４を駆動するギヤードモーターである駆動モーター２２、及び図
示していない電磁ブレーキ等を備えている。トロリー２０は、レール１の下フランジ（符
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号省略）の両側に、片側二輪ずつの走行輪２４を乗せて走行できるようになっている。
【００３０】
　なお、上記トロリー２０の走行操作は、ケーブルで接続されたコントローラ２５によっ
て行うことができる。また、コントローラ２５は、次に説明する巻上装置２１を作動させ
てバランス部材３の昇降操作も合わせて行うことができる。
【００３１】
　トロリー２０の下部に取り付けられている巻上装置２１は、重量物を昇降する部分であ
り、ギヤードモーターである駆動モーター２６、図示していない電磁ブレーキ、ドラム、
及びドラムの回転により繰り出しと巻き取りが行われるワイヤロープ２７（図３参照）、
ワイヤロープ２７の先端に固定されたフックブロック２８で構成されている。
【００３２】
　フックブロック２８には、中吊りワイヤロープ２９が天秤状に掛けられ、その両先端部
は、次に説明するバランス部材３の上部二箇所に設けられている吊り環３９に接続されて
いる。
　バランス部材３は、直線的に形成された腕部３０と、その腕部３０の両端部に下方へ直
角に垂下して設けられたブラケット部３１、３２で構成されている。
【００３３】
　腕部３０の上面には、上記のように二箇所に吊り環３９が設けられている。各吊り環３
９は、腕部３０の長さ方向の中間部を挟み、中間部から等距離の位置に設けられており、
中吊りワイヤロープ２９で吊った状態で水平バランスがとれるようにしている。また、腕
部３０の中間部の下側には、ギヤードモーターである駆動モーター３３が回転軸の先端側
を上方向に向けて取り付けられている。
【００３４】
　バランス部材３の腕部３０には、回転駆動軸３４が腕部３０と平行に軸受３５、３５ａ
によって軸支されている。回転駆動軸３４は、ギヤ（符号省略）を介し駆動モーター３３
によって駆動される。回転駆動軸３４の両端側は、腕部３０の両端からやや突出しており
、回転駆動軸３４の両端部には、駆動プーリー３６、３６ａが固定されている。駆動プー
リー３６、３６ａは、フランジ付きプーリーである。
【００３５】
　また、バランス部材３のブラケット部３１、３２において、駆動プーリー３６、３６ａ
のそれぞれの下方の二箇所には、テンションプーリー３７、３８が設けられている。テン
ションプーリー３７、３８は、フランジ付きプーリーであり、駆動プーリー３６、３６ａ
と回転軸方向が平行で、且つその間隔（外周部同士の間隔）が駆動プーリー３６、３６ａ
の直径より小さくなっている。本実施の形態では、約五分の一である。
【００３６】
　そして、駆動プーリー３６、３６ａには、ループ状の回転吊りベルト４、４ａがそれぞ
れ回し掛けられており、その下側は図２に示すように、テンションプーリー３７、３８の
間を通して内掛けされ、下方へ垂らされている。回転吊りベルト４、４ａは、柔軟性を有
し、耐荷重性及び耐摩耗性に優れた合成繊維製の平ベルトである。
　なお、回転吊りベルト４、４ａは、駆動プーリー３６、３６ａ、及びテンションプーリ
ー３７、３８がフランジ付きプーリーであることで外れにくくなっている。
【００３７】
　バランス部材３には、先端にプラグを有する電源コード３０１を備えており、駆動モー
ター３３の入・切操作は、ケーブルで接続された操作スイッチ３０２で行うことができる
。
　なお、上記トロリー２０及び巻上装置２１の電源は、回転吊りベルト４、４ａを回転さ
せる駆動モーター３３とは別系統であり、各図において、トロリー２０及び巻上装置２１
の電源を取る電源コード等は図示を省略している。
【００３８】
（作用）
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　図１ないし図５を参照して、反転装置Ａの使用方法及び作用を説明する。
　なお、ここでは、被反転材が、テーブル家具に使用する重量物である天然木の天板５の
場合を例に取り説明する。
【００３９】
（１）反転装置Ａによって天板５を保持して反転させる際には、まず、コントローラ２５
を操作し、巻上装置２１を作動させ、バランス部材３の高さを適宜高さに調節する。また
、巻上装置２１、及びバランス部材３を、トロリー２０によってレール１に沿って適当な
位置に移動させる。
【００４０】
（２）次に、バランス部材３の下方位置の床６に載置台７を配置し、載置台７に天板５を
載置する。なお、予め設置されている載置台７の位置まで巻上装置２１、及びバランス部
材３を移動させることもできる。バランス部材３の高さ位置を適宜調節し、回転吊りベル
ト４、４ａを天板５の両端側の下側に一重に回すようにする（図３参照）。
【００４１】
（３）巻上装置２１を作動させ、バランス部材３を上昇させて、各回転吊りベルト４、４
ａによって天板５を吊り上げる。この状態においては、天板５の荷重（重量）が回転吊り
ベルト４、４ａに掛かることにより、テンションプーリー３７、３８の作用とも相俟って
、駆動プーリー３６、３６ａに回転吊りベルト４、４ａが強く密着し、駆動プーリー３６
、３６ａがスリップしにくくなる。
【００４２】
（４）操作スイッチ３０２を操作して駆動モーター３３を作動させると、駆動プーリー３
６、３６ａが回転し、回転吊りベルト４、４ａは所定の方向（図５において矢印方向）に
周動回転する。これにより、天板５は、回転吊りベルト４、４ａで吊り下げられた状態で
回転する。そして、天板５が必要な角度まで回転されたところで駆動モーター３３を停止
する。
【００４３】
　このように、天板５の傾きの程度（角度）は、回転吊りベルト４、４ａの周方向の回転
量を調節することによって適宜設定することができるので、天板５を上記載置台７に載置
した状態から表裏反転させることもできるし、適宜角度に傾けた状態で維持することも可
能である。
【００４４】
　また、反転装置Ａは、スペースに余裕がある場所に自由に配置できる。したがって、周
りに邪魔になるものがないようにすることが可能で、天板５の形状や仕上げ等、全体の確
認を行う場合にも、確認作業がしやすい。
【００４５】
　本明細書で使用している用語と表現は、あくまでも説明上のものであって、なんら限定
的なものではなく、本明細書に記述された特徴およびその一部と等価の用語や表現を除外
する意図はない。また、本発明の技術思想の範囲内で、種々の変形が可能であるというこ
とは言うまでもない。
【符号の説明】
【００４６】
Ａ　反転装置
１　レール
２　ホイスト
２０　トロリー
２１　巻上装置
２２　駆動モーター
２３　フレーム
２４　走行輪
２５　コントローラ
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２６　駆動モーター
２７　ワイヤロープ
２８　フックブロック
２９　中吊りワイヤロープ
３　バランス部材
３０　腕部
３１、３２　ブラケット部
３３　駆動モーター
３４　回転駆動軸
３５、３５ａ　軸受
３６、３６ａ　駆動プーリー
３７、３８　テンションプーリー
３９　吊り環
３０１　電源コード
３０２　操作スイッチ
４、４ａ　回転吊りベルト
５　天板
６　床
７　載置台

【図１】 【図２】
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